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るという です。開発が失敗 れば 国民所得は低く、教育や就職 機会にも恵まれません。製造業が発展していないので、鉱産物などの一次産品に依存した経済構造になりがちです
　こうした国では、紛争が起こりやすくな




立した若い国がほとんどですが、そこ は多かれ少なかれ国家統治をめぐ 問題が存在します。政権批判を許さない強権的な統治はごく一般的ですし、少数の特権集団による支配、汚職、 策執行能力の低さ、マ
開発経済
も っ と や さ し い

















のは人道援助です。住む家を追われ 人びと、難民や国内避難民に対 て、まず 生きる糧を与えねばなりません。国際社会は、速やかに食料や医療のサービスを提供する必要があります。
　ただし、いつまでも緊急人道援助だけで
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図１　地域別紛争件数推移（1946～2006年）
（出所）ウプサラ大学、ノルウエー国際平和研究所の紛争に関するデータセット（UCDP/PRIOArmedConflict
datasetv.4-2007,1946–2006）から筆者作成。
